倍数と約数
倍数　1、2、3、…と順にかけ算をした答え。
　　6×1＝6、6×2＝12、6×3＝18、…
公倍数　共通の倍数
最小公倍数
公倍数のうち最も小さい数

約数　もとの数を割れる数

　　6÷1＝6、6÷2＝3、…
公約数　共通の約数
最大公約数　公約数のうち最も大きい数

練習問題(基本)
１　次の数の倍数を小さい順に4つ書きましょう。

(1)　3



(2)　5

(3)　8



(4)　12

２　次の数の公倍数を小さい順に3つ書きましょう。

(1)　2と5


(2)　3と6

(3)　4と6


(4)　4と5

３　次の数の最小公倍数を答えましょう。

(1)　4と7


(2)　6と8

(3)　3と9


(4)　15と20

４　次の数の約数をすべて答えましょう。

(1)9



(2)15
(3)20



(3)24

５　次の数の公約数をすべて答えましょう。

(1)6と8



(2)10と35

(3)9と18


(4)　16と24
６　次の数の最大公約数を答えましょう。

(1)　12と16


(2)　14と21
(3)　15と30


(3)　9と16

練習問題(応用)
１　A駅では上りの電車は6分ごとに、下りの電車は10分ごとに発車します。午前9時ちょうどに上りの電車と下りの電車が同時に発車しました。この次に上りと下りの電車が同時に発車するのは何時何分ですか。
２　たて4ｃｍ、横6cmの長方形の紙がたくさんあります。これらを同じ向きにならべて、できるだけ小さい正方形を作りたいと思います。正方形の1辺の長さは何cmになりますか。

３　えんぴつが16本、ノートが12冊あります。これらをそれぞれ同じ数ずつ、余りが出ないように、できるだけ多くの子どもに分けたいと思います。

(1)何人に分けられますか。

(2)1人の子どもに、えんぴつは何本、ノートは何冊分けられますか。

４　たて15ｃｍ、横9cmの長方形の紙が1枚あります。この紙を切って、できるだけ大きい同じ大きさの正方形を作りたいと思います。

(1)できる正方形の1辺の長さは何cmになりますか。

(2)正方形は何枚できますか。

解答・解説
基本問題

１
(1)3、6、9、12

(2)5、10、15、20

(3)8、16、24、32

(4)12、24、36、48

２
(1)10、20、30

(2)6、12、18


(3)12、24、36

(4)20、40、60
３
(1)28
(2)24
(3)9
(4)60
４
(1)1、3、9

(2)1、3、5、15

(3)1、2、4、5、10、20
(4)1、2、3、4、6、8、12、24

５
(1)1、2(2)1、5(3)1、3、9(4)1、2、4、8
６
(1)4
(2)7
(3)15
(4)1
応用問題

１　9時30分

次に同時に発車するまでの時間は6分と10分の最小公倍数。
２　12cm

ならべてできる正方形のたての長さは4cmの倍数。横の長さは




6cmの倍数。正方形はたてと横が同じ長さなので、4cmと6cm




の最小公倍数の12cm。

３　(1)4人

16本のえんぴつを分けられる人数は16人の約数。

　　


12冊のノートを分けられるのは12人の約数。




16人と12人の最大公約数は4人。
　　(2)4本、3冊

16本÷4人＝4本　　　12冊÷4人＝3冊。
４　(1)3cm

たて15cmを切ってできる長さは15cmの約数。



横9cmを切ってできる長さは9cmの約数。




正方形はたての長さと横の長さが同じになるので15cmと9cm




の公約数で3cm
　　　(2)15枚

たては15cm÷3cm＝5枚、横は9cm÷3cm＝3枚ずつ。



5×3＝15枚

(例)6の倍数　→　6、12、18、24、…





4の倍数　→　4、8、12、16、20、24、28、…


3の倍数　→　3、6、9、12、15、18、21、24、…


(例)4と3の公倍数　→　12、24、36、…





(例)4と3の最小公倍数　→　12





(例)6の倍数　→　1、2、3、6





(例)8と10の最大公約数　→　2





8の約数　→　1、2、4、8


10の約数　→　1、2、5、10


(例)8と10の公約数　→　1、2











